
 第Ⅱ章 ｜ 各分野の「計画内容の具体化」に関する検討 

 

③ 事例にみる空間形成イメージ／AOI-PARC 
用  途 植物工場 

名  称 AOI-PARC 

所  在 静岡県沼津市 

全 景 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配 置 図 

 

特  徴

(主な施設） 

・農・食・健を総合した科学技術・産業振興のためのアグリ・オープン・イ

ノベーション拠点となる施設 

・研究開発室（次世代栽培実験装置パラメータフル制御装置（栽培キューブ）、

栽培ユニット） 

建 蔽 率 10％未満 

 ・敷地面積：約 10ha 

 

・延床面積：約 10,000 ㎡ 
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 第Ⅱ章 ｜ 各分野の「計画内容の具体化」に関する検討 

 

③ 事例にみる空間形成イメージ／明治⼤学農学部⿊川農場 
用  途 圃場施設（大学内） 

名  称 明治大学農学部黒川農場 

所  在 神奈川県川崎市麻生区 

全 景 等 

 

配 置 図 

 

特  徴 

(主な施設） 

・露地圃場、樹園地、大型温室３棟 

中型温室１棟、小型温室３棟 

周辺の里山 

建 蔽 率 10％未満 

 ・敷地面積：約 12 ha 

・建築面積：約 8,000 ㎡ 

 

  

研究圃場ゾーン 研究圃場ゾーン 
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 第Ⅱ章 ｜ 各分野の「計画内容の具体化」に関する検討 

 

③ 事例にみる空間形成イメージ／東京農業⼤学 厚⽊キャンパス 
用  途 圃場施設（大学内） 

名  称 東京農業大学 厚木キャンパス 

所  在 神奈川県厚木市 

全 景 等 

 

配 置 図 

 

特  徴 

(主な施設） 

・講義棟、研究棟、研修センター、温室、中小家畜実験室、実験動物舎、昆

虫作業室、作物調整室、家畜衛生学研究室、隔離動物実験室、野生動物研

究室、角馬場、バイオセラピーセンター 

建 蔽 率 10％程度 

 ・校地面積：約 18 ha 

・校舎面積：約 40,000 ㎡ 

 

  

温室 
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 第Ⅱ章 ｜ 各分野の「計画内容の具体化」に関する検討 

 

③ 事例にみる空間形成イメージ／筑波⼤学 
用  途 大学 

名  称 筑波大学 

所  在 茨城県つくば市 

全 景 等 

 

配 置 図 

 

特  徴 

(主な施設） 

・センター、附属施設（大学会館，研修所）、キャンパス、附属図書館、附属

病院 

建 蔽 率 10％未満 

 ・土地面積：約1300 ha（附属学校除く） 

・建物面積：1,000,000 ㎡（職員宿舎除く） 
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 第Ⅱ章 ｜ 各分野の「計画内容の具体化」に関する検討 

 

③ 事例にみる空間形成イメージ／ムーミンパーク・メッツァビレッジ 
用  途 テーマパーク 

名  称 ムーミンパーク・メッツァビレッジ 

所  在 埼玉県飯能市 

全 景 等 

 

配 置 図 

ｗ 

特  徴 

(主な施設) 

・宮沢湖を中心としたエリアに立地するレジャー施設 

ムーミンパーク メッツァビレッジ 

マーケット等、レストラン、イベン

ト・催事スペース、イベント広場等 

管理棟、展示施設、シアター等 

建 蔽 率 10％程度 10％程度 

 ・面積：約７ha 

・延床面積：8,500 ㎡ 

・面積：約 16ha 

（湖は面積に含まれない） 

・延床面積：約 5,000 ㎡ 

 

 

ムーミンパーク      メッツァビレッジ 
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